
下野市立国分寺小学校 

１ 学校課題 

 文章を解釈し、自分の思いや考えを表現できる児童の育成 

  ～国語科の「読むこと」（説明的な文章）の指導を通して（２年次）～ 

２ 研究計画 

 （１）主題設定の理由 

    昨年度までの取組から、指導の系統性を把握し授業を計画したことで、身に付けさせたい力

を意識して指導することができた。また、ブロック内の共同研究を校内で共有したことは、児

童の学びや教師の指導の「つながり」が実感でき、的確に読む力の「習得」に向けた効果的な

指導方法・教材・教具など、学校全体における理解の深まりにつながった。本年度は、本テー

マを２年次の取組として継続しつつ、「習得」した的確に読む力を「活用」し、書く活動との関

連を図った言語活動を充実させることで、目指す児童像に向けた指導につながるものと考え

る。 

 （２）研究の仮説 

    説明的文章を読む際に、根拠をもとに筋道を立てて筆者の考えを捉えて、自分の考えを相手に

伝わるように表現できる指導方法を工夫すれば、論理的な思考力や生活で生きて働く力が育つで

あろう。 

３ 研究内容 

 （１）目指す子ども像に迫るための課題と具体的な手立て 

   〈目指す子ども像〉 

     文章を解釈し、自分の思いや考えを表現できる子ども 

   〈目指す子ども像に迫るための課題〉 

    ① 的確に読むために必要な力を明確にし、児童が確かな知識や技能として習得できるような、

系統的、段階的な指導を行うことが必要である。 

    ② 読みの力や考えの表現など学びを深めるために、書く活動との関連を図り、習得した「的

確に読む力」を活用して、課題解決のための言語活動を充実させたい。 

    ③ 相手に伝わるように自分の思いや考えを表現するためには、目的ある読書活動や辞書の活

用を通して、言語能力を支える語彙の段階的な獲得が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈具体的な手立て〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身に付け 

A：的確に読む力を身に付ける授業づくり〔習得〕 B：段階的な語彙の指導〔習得〕 

① 身に付けさせたい指導事項の明確化、系統性の把握 

② 言語活動を位置付けた単元計画 

③ 教材研究 

④ 教材・教具や発問などの工夫 

⑤ 児童の考えをつなぐファシリテート 

① 目的のある読書活動 

② 辞書の活用 

③ 活用につながる言葉の使い方の指導 

（漢字や音読など） 

④ 論理的な考えを導く言葉や文型の提示 

居心地のよい学級、秩序のある集団づくり（学業指導） 

考え 

C : 課題解決のための言語活動、交流の場の設定〔活用〕 

① 「読むこと」「書くこと」を関連づけた指導 

② 言語活動に必要な補助教材、資料の用意 

③ 考えを広げたり、深めたりする場の工夫 

④ 具体物（付箋、短冊、ICT 機器、思考ツール等）を用いた交流活動 

自分から 学ぶ 

D : つながる学びのためのきっかけ作り〔探求〕 

① 毎時間の振り返りの充実 

② 挑戦できる場の設定 

③ 家庭学習の課題設定につながる授業づくり 

文章を解釈し、自分の思いや考えを表現できる子ども 



 （２）授業研究の足跡 

 

月/日 種別 学年 単元名 課題追究のための手立て 

5 月後半 中ブロック 3 年 「文様・こまを楽しむ」 Ａ②、Ａ④ 

6/26 Ｓ＆Ｕ 5 年 「見立てる/言葉の意味が分かること」 

宇大附属小教諭による師範授業 

 

7 月中旬 高ブロック 5 年 「見立てる/言葉の意味が分かること」 Ａ②、Ｃ③ 

9 月前半 中ブロック 4 年 「未来につなぐ工芸品」 Ａ②、Ｃ② 

9/18 校内研修 4 年 「未来につなぐ工芸品」 Ａ②、Ｃ② 

9～10 月 特別支援 全 自立活動 Ａ③、Ａ④ 

11/20 音楽 5 年 「日本の音楽」 Ａ④、Ｃ③、Ｃ④ 

11 月後半 高ブロック 6 年 「『鳥獣戯画』を読む」 Ａ②、Ｃ③ 

12 月前半 低ブロック 2 年 「紙コップ花火の作り方/おもちゃの

作り方をせつめいしよう」 

Ａ②、Ａ④ 

12/18 Ｓ＆Ｕ 2 年 「紙コップ花火の作り方/おもちゃの

作り方をせつめいしよう」 

Ａ②、Ａ④ 

1 月 低ブロック 1 年 「どうぶつの赤ちゃん」 Ｂ③、Ｃ①、Ｃ③ 

 

 

４ 本年度の成果と課題 

 （１）成果 

   ① 説明的な文章における効果的な指導を校内で共有し、継続して取り組んだことで、学年や学

校全体で足並みのそろった指導を行えるようになってきた。 

   ② 学習のゴールに迫るための、単元で身に付けさせたい力や具体的な言語活動を示したり、児

童と学習計画を立てたりしたことにより、目的意識をもって学び続ける児童の姿が見られた。 

   ③ 指導案に評価規準や具体的な児童の状況を記すことで、その達成に必要な活動や手立てを意

識した授業となり、児童の学びがより良いものになってきている。 

 （２）課題 

   ① 目的に応じた対話や交流の方法について、工夫、改善していく必要がある。 

② 語彙を豊かにするため、さらに日常的な指導の充実を図る必要がある。 

③ 学習指導要領「知識及び技能」における情報の扱い方についての理解を深める必要がある。 

 

 

 

 

 

  

 


